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ねらいと成果

　水稲出穂期の予測に用いられている「兵庫県メッ

シュ気候データベース」を利用し、クモヘリカメム

シの発生時期をWeb 上で予測するシステムを日本

植物防疫協会と協力して開発した。

内　容

　クモヘリカメムシの発育ステージのうち、卵期間、

幼虫期間、産卵前期間（羽化から産卵開始までの期

間）を求めた。日数の逆数を発育速度として温度と

の回帰式を算出した。発育速度が０になる温度以上

を有効温度とし、産卵までの日有効温度を積算して

有効積算温度を求め、クモヘリカメムシの発育零点、

有効積算温度とメッシュ気候データから地域ごとに

クモヘリカメムシの第１世代、第２世代の孵化開始

日、羽化開始日を予測した。野外における発生消長

と予測モデルを用いて得られた発生時期は２００１年以

降毎年整合性が認められている。

　２００５年の青垣町での発生を例にすると（表）、クモ

ヘリカメムシの第１世代の孵化開始の予測値は６月

１９日、羽化開始の予測値は７月１４日であった。クモ

ヘリカメムシのイネ科雑草地における掬い取り調査

の実測値は第１世代の若齢幼虫が６月２４日に初めて

みられ、第１世代成虫が７月２０日に確認した。実測

値は予測値から５～６日遅れるものと考えられる。

作成したシステムの公開

　日本植物防疫協会 JPP-NET において、１ kmメッ

シュごとに色分けして、クモヘリカメムシの発生時

期予測ができるようになっている（図１）。

　現地で実際の発生時期調査を行うときに手軽に参

考にできるシステムとして活用していただきたい。
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５　Web 上で予測できるクモヘリカメムシの発生時期

図１　JPP-NET でのクモヘリカメムシの

発生予測の表示例

図２　丹波市青垣町におけるクモヘリカメムシの年間発生回数

（２００１年結果）

表　クモヘリカメムシの第１世代発育時期の予測と実測

実測＊＊予測＊
年次

羽化孵化羽化孵化
７月１４日６月２０日７月９日６月１４日２００４
７月２０日６月２４日７月１４日６月１９日２００５

注）＊予測の孵化・羽化はそれぞれの開始日
　　＊＊実測日は掬い取りによる確認日
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